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を平成 17年 4月から設置し、研究科の理念 ・目標の実現に向けて、全教員で推進できるような組
織とした。























































































































図 2-1-2 生命科学研究科 管理運営組織体制（上段：平成 17年度、下段：平成 13年度）
日
2-2. 教員の配置状況
平成 13年度の設立当初から 17年度までの5年間における教員総数の変遷については、表 2-2-1
に、本研究科の 3専攻、分子生命科学専攻、生命機能科学専攻ならびに生態システム生命科学専
攻における各教員の配置状況については、表 2-22に、それぞれまとめた。本研究科は、各専攻
にそれぞれ 2つの基幹講座を配し、合計 6つの基幹講座と、さらに、学内から 5つの協力講座と、
2名の協力教員、ならびに、学外から 1つの連携講座（かずさ DNA研究所から教授 2名、助教授 l






の平均年齢が、それぞれ、 52.5歳、 43.6歳、 36歳、 42.3歳である。また、女性教員は、助手層
に4名であり、全教員に占める割合は 5.6%となる。
平成 17年度から、新規採用の助手に関しては、全て任期制（任期 5年間、再任 l回、 3年以内）
を導入することとし、平成 17年 9月 1日付けで本任期制による助手 1名の新規採用を行った。
本研究科の教授の人事選考にあたっては、明文化はしていないが原則的に公募とすることが了








会議を新たに発足させ、短期・中期的な教員人事のあり方について検討し、 ( i ）分野を運営す
る上で、教授が実質的に単独となるような状況はつくらない。チーム体制を確保する。 （並）分
野数は減らさない。とし、う基本方針を決定した。
表 2-2-1 平成 13年度から 17年度の各年度における教員総数
H13 H14 H15 H16 H17 
教授 26, (11) 26, (10) 26, (11) 26, (13) 26, (12) 
助教授 26, (7) 25, (8) 25, (8) 24, (7) 24, (6) 
講師 0, (1) 1, (1) 1, (1) 1, (0) 2, (1) 
助手 20, (14) 19, (9) 18, (11) 17, (15) 19, (10) 







攻 2001 2002 2003 2001 2005 
教授 大久保一良 佐々木誠 一 －一一一一
回．． ，．『． ，ー－ ・-・ 一－－ －ー惨
生命構造化学 助教授 佐々木誠 及川雅人 一一一一一－回・・・ー－－ － － －－ 一一一・－・”
助手 吉城由美子一 －一－一 ー一一一一一 一一一一一一．一一－ ~ 
教授 大類 洋 ー－－－・－－－一一一一一一ー－－－一一一惨 有本博一
分子情報化学 助教授 亦坂和昭 ー ，ー ・一一 一一一一一一－- . ー · － ··~一－一一一一
生命事機 助手 j青水弘樹 一一一・－一一． ， ーー・ー・・ーーー
』ー惨
情報科学 教授 大島泰克 一 ー一一一一一－一 一一 一一 －一一一一一一一 ・ー’
活性分手動態 助教授 佐竹真幸 一一一一一一
． ， ， 唱・・・唱．， ， 』・＋
助手 渡遺龍一 一一一一一・惨
教授 村本光二 一一一一一一－－ － － － ・ー・・・ 一一一一一一一一一一 ·~
生命素r子機能 助教授 小川智久 一一一一一一一，一一一ーー 一ー一－一一一－一一惨
助手 永沼孝子 一一一一一一ー.＿，.ー・ー ・ ・ - ・・ - ・・  4・ー・一 一・ー・惨
教授 山本和生 一一一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一・ーー・争
遺伝子変異制御
助教授 布柴達男 一一一一一一回・・ーー・ーーー・ー・ 一一一一一一一一 一 一骨
ヰ分 教授 藤井義明 十川和博 一一一一一一』ー－－ －－ー－ー －・・－・ー’
「生
遺伝子調節 助教授 十Jil 和博 安元研一 一一一一一一』ー ．，ーー・－’・ー －一一一－－ー
命 助手 高崎親久 一一一’ー ’
回． ， ， ，司圃・ー・． ，． ． 一一－ーーー 一 －一一－ ~ 
科
遺伝午シ
教授 水野健作 一一一一一一同・－ーーー・． ， 句 ． 一一－一一一－一 ・－・・ー惨
E且tステム学
憤報伝達分ヰ解析 助教授 菊池康夫 一一一一一一』ー－ーーー・一ー ト一一一一ー惨
専
助手 十島 二朗攻
教授 草野友延 一一一一一一』ー ーー・・ー 一一一一一一一一一一一一－ー
≫子応答制御 助教授 片岡博尚 一一一一一． ~ー ・ー ー－ ·· － ·・ 一一一一一一一一一一一一－ー
助手 宮寄 厚 一一一一一一』ー ・‘ー・ー 一一・一一一・一一一一一－ー
教授 清水透 一一一一一』ー ‘－ －ー， －・ ー・ 噂一一一一ー一 一－－ー
講師 佐上郁子 一ー一－一一ー一一砂
生体機能分子設計
助手 松井敏荷 一一一一一一ーーーー惨 黒河博文 一.- -- ~ 
助手 五十嵐城太郎一一一一一－ー
教授 古山種俊 一一一一一一－・ー・・．．． ，．， ’一一一一一－一一一・－・’
生体機能
助教授 佐上博 一一一一一 -・-・-・ 一一一一一一一 －－－－ー
分子科学 生体機能分子解析
助手 張元偉 高橋征司 一一一一一一一 －－－－一一一惨
助手 山下哲 一一一一一－．，
教授 斎藤 正男 ． ， ， ．・ーー・・ード－－－ー 一一一一一一一一 一・ー惨
生体機能分子制御 l)J手 富田毅 一 一 ・ー惨 松井敏雨 一一一一一一一 一－－－－－’









































攻 2001 2002 2003 2004 2005 
教授 渡辺彊 一 －一一一一』ー －ー－ーー 一一一一一一一一一ー
オルガネラ機能解析 助教授 彦坂幸毅 一一一一一一トー ’ー ー－ ・， ー 一一一一・ー ．一一一一－ー
助手 岡山島玄一（兼） 一 ・ー ーー ~一 ー 圃ー・ーー~ ーー・・・ー ・・ーー一一一ー’
教授 前田靖男 -・-・-・ 』・ー， ・・ー－ － － 』．．φ ・・・ー－ － a・・h 一一－・’
増殖分化統御 助教授 中村準 一一一ー一一」－ ・ a・・ー 一一一一一一，一 －一一－・’
助手 雨貝愛子 一 －一一一－ト『－. ー， ・ー ー 』 ー 一－一ー 一一－・－・ー
細胞機能 細胞壁構築統御 教授 西谷和彦 一一一一一一
』．． ‘・ー ー・・・・$ ・ー・・－ － － － － － 一一・－・’
構築統御 (2001～2004) 助教授 石津公明 -・-・-・ 』ー ーー・ ・ー 一一一一一一島一ー
ふ千二4』
植物細胞壁機能 講師 横山隆亮
(2005～） 助手 横山隆売 一一一一一－』．，．．．‘・ 一一一一一一ー一怪
構築多機化機構解析 教授 局木 尚 一一一一一ー
』．，．．・・ー 一一一一一一 一 ー一・－一炉
(2001) 助教授 山本博章 一一一 －－ 』ー ー・ー 一一 ・ー －一 一 ー一一一怪
多機化機構（2002～）
教授 井出宕之 一一一 ー一一』－ －－－－ 」・ーー・ー一一’ 一一一一一炉
器官倉lj製
助教授 田村宏治 一一一一一一』－ ・一ーーー 』．ー ーー一一ー 一一一一一’
微小脳解析 教授 嶋田一郎 ー ’ー ーー ιー－ー，．岨ー 」・ーー・ーー・＋ 山元 大事前
(2001～2004) 助教授 水波 誠
脳機能遺伝（2005～） 助手 小金湾雅之
教授 八尾 寛 一一一 ・一一- .ー．ー．」・ー ・ー・ー 一一一ー
生
脳機能解析 助教授 梅宮正志
脳機能解 講師 石塚 f散 一一一一一一一一一一一一一 一 ・一一一静命
析構築学 教授 飯島敏夫機 一一一一一 －」ー ・ー ・・ー Lーー・ ・ー・ー－・-・ 一 ーー・ー炉
d円...ヒ 脳情報処理 助教授 覧 怯1色 一 ・ー・一一」・－・一軒 筒井健一郎 一一一 －一争
科 助手 佐藤仲佐 一一－・ー悟
'+ 教授 仲村春和 ー ，一一一一』ー ー・ーーー， ， ． ， ・ー・．，． ． ． ． ． 一一一－－ －ー
専
脳構築 助教授 大橋一正 一一一ー一一＇－ーー・ー ーー －－ ー一一一一一 一－一一一炉攻
助手 渡退裕二 一一一－－－』ー －ー－ーー，.-一一一一一一一一－－－－’
教授 加藤秀生 一一一一一一』－ ，ー ーー・ ー ・ー 一一一一一 －一.－・－・’ 
細胞シグ 助教授 経塚啓一郎一一一ー』ー －－－－－ －ー ーー ーー 一一ーー静
ナノレ機構 細胞シク‘ナノレ機構 助教授 稲葉一男 一 －一一一一」・ー ・ー怪 美濃川 拓哉
戸ーづム「」』
助手 武田哲 一一一一一一』・－ •. ー・-・ 一一一一.- . 一一一炉
助手 倉石立 一一一一一一』・ー・ー ー・・・ ー －一一一 －－－一一一ー
教授 佐竹正延 一一一・ー．』－・ー ・ー・ ・ 一一一一一一一一一一一一・..
助教授 渡塗利雄 一一一一一一」ー，.－ー ーー 一一．一 －一 一 －一一一争
分子免疫
助手 林啓太朗 一ー・ ーベー ・」． ，． ー・ ・悼 目 』．・ ーー－－－ー －・ー ・ー 』
助手 仁木賢 河府和義 一一一一一一 。－－－－ー静
教授 帯万益夫 一一一一一一』ー －－・ー ー・ ー・ ーーーーー・一一一ー一一一軒
分化制御 助教授 井）I [ 俊太郎一一・ー 」田 ー．，ー ーーー ・一－－ －一一一・一.. 
持寸ι一
分化再生制御
助手 東海林亙 h・ー・・・ー－ 』・ーー．，．．． ，・ー一一一一一一一一.－・ー悟
助手 山本融 ・ ー・．． ，・-・ 」一一一’
教授 松崎文雄 小椋利彦 一一一一一一一 一 ・ー・ー悟
助教授 船橋淳一 一一一・ー，」ー ーーーー 』・ーー’ ー ・ー 一 ーー・ー・怪
神経機能制御
助手 大城朝一 福田敏史 一一一－ー
助手 布施直之 木田泰之
協力教員
遺伝子機能（2004～） 教授 安井明 一 －一一ー
遺伝子導入（2004～） 教授 高井俊行 一一 ・一争








攻 2001 2002 2003 2004 2005 
教授 津田雅孝 一一一‘一一一一一一一一』ーーφ ー・ーー・ ーー 一－一一一ー
遺伝情報動態 助教授 永田裕二 一‘一一一－一一一一一一，＿ .ー ーーー圃ー ー －一一 ・－ . 
助手 石栗義雄 一一一・ー炉 大坪嘉行 一一一一一一一 ー一一一・ー炉
定f五十時円E市ljf却LとUUl 教授 亀谷蕎昭 一一一一一一』． ．－ ー ー 」一一－－ －－ー 渡辺正夫
～2004) 
助教授 菅野明 一一一 ・ー 』ー－ー－－ 』．．ー－ー ー・ ・ー ー 一－－－一怪
植物生殖i宣伝（2005
助手 庄司舜ー 一 －－－・＿.，. 落合利紀 一一一・・ー・炉
教授 熊谷 ’申tょρ 一一一一一一一一 －一一」ー ‘－ ・- ・-・ 一 －一一’
環境遺伝
臨界環境遺伝生態 助教授 日出間純 一一一ぃ一一一一一一一一同ー ー・ ・． ，． ．．ー ー・ 一一一・・ー・惨生態学
助手 寺西美佳 一一一一一一一一一一一一』ー，.－ー ーー・ ー－ ー 一一一 ・一軒
教授 南津 岬九” 一一一一 一一ーー． 」ーーー・ ・ー ・－・一 一 一争
地圏共生遺伝生態 助教授 三 井 久 幸 一 ・一一一 一一一一，一－一一一一一－一一一 ーーー酔
助手 佐藤 千文 一ーー・一一一 ーー ー一一ー一一一ー 江田志磨
教授 高橋秀幸 一一一一一ー－－ － － ・・・ー． ， ーーー・ー ーー 一 一一軒
宇宙環境適応生態 助教授 藤井伸治 一－－ －－－一一一－一一一ー一一一 －一 一 ・－・ー悟
生 助手 宮沢豊 －一一一一一炉
態
・・ー・．． ， ・-・-
てJ ゲノム生殖システム 教授 東谷篤志 一 ー一一一 一一 －一 ーー－ 一一一一一ー一一一・ー－・’
ス (2001～2003) 助教授 佐藤雅志 一一一一一一一一一一一一ー－ ーー・ー・－ 一ー一 - . 
ア ゲノム継承システム 助手 佐藤孜
ム (2004～） 
主
教授 何回雅圭 一一一一一一 」曲 ・ー・ ・ー・ー ー 一・ーーや
命
一ー一一一－
fl・ 生物多様性進化 助教授 牧 雅之 一一一い一一一一一一一一ー一一一一一一－一・・ー ー・ーー炉
足寸会ー進化生態 助手 横山 潤 一一一 － 一一一一一・ー ーー一一一一一一 一一一 ・－・. 
専 科学 教授 慶瀬忠樹 一一一一一一一一一一一一一一一一静
攻
助教授 酒井聡樹 一ー一－ー．一ー一一一一回・ ー・．． ，， -・- 一 －一一一悟
機能生態
助手 箱山祐子 太田 宏 一ーーーー悟一一ーー炉 一一一 ー一ーー
助手 Anten Nikolaas 酒 井 暁 子
群集生態（2001～2002) 教授 西平守孝 一 一 －－ー 占部城太郎 一 －一一一一
・一ーーーー炉
マクロ生態学（2003 助教授 千葉 聡 一 －－・ー ー一 一一一 』・ ・・ー・ー ー ー－ －－・一怪
助手 鈴木孝男 一一一一一 ，一・一一一一」ー・ー・，・ー ・・ー 一 ・ー ーー炉
助手 太田 在｛、- .一一惨 牧野 1麿 一一一一ーー 一一一炉
植物構造 教授 鈴木 三男 一ー・一一一一一一一 ，一一
』・ー ， ． ， ， ． ， ー－ 一 －一一一悟
機能進化 植物構造機能進化 助手 内藤俊彦 - .一一一怪 大山幹成 一一一一’
注一「会
助手 米 倉 浩 司 ー －一一一一トー圃 ーーー・ ー 』ー －－－ーーー・ 一一一・・ー・怪
地域生態 教授 菊地永祐 一－一一一一一一一一一一~ ·· － ·· 一ー .. ーー ・一・ー・一軒
店子主4 地域生態
助教授 鹿野秀一 ι・ー －ーー・・ーーー一 ー一－一 ー一－一一一 ． 一ー一 - . 
客員教授 柴田大輔 一一一一一一一一一一一一ι－・－・－，ー－ ・－ーーー・ー炉
ゲノム生
ゲノム構造機能 客員教授 長瀬隆弘 ιー，圃『 ・－邑・ー －・一一 惨態学 一一一一一一
一一一－ー，
客員助教授 佐藤修正 一一一 －一一- .ー・一一ιーーー ・ー・ー ’一 一 －－’






平成 13年度の設立から 17年度までの 5年聞の管理運営・組織体制において、種々の取組みと
改善を実施してきた。なかでも、平成 16年度の法人化前後において、その体制に大きな変革がな







































































































































平成 13年度から 17年度における博士課程前期 2年の課程（図 3-5-1）ならびに博士課程後期
3年の課程（図 3-5-2）の志願者および入学者の状況をまとめた。前期 2年の課程においては、
第I期と第 II期の年2回の入試を実施し、例年、入学者数に対して 1.5倍前後の志願者数があり、
入学者数も総定員の 106名を超えている。後期 3年の課程への編入試験は、年度末に年 1回の入
試を実施するとともに、前期 2年の課程から後期 3年の課程へ進学を希望する大学院生に対して
は、進学のための資格審査を、前期 2年の課程の修士論文発表審査会において実施している。





















H13 H14 H15 H16 Hl 7 
図 3-5-2後期 3年の課程
17 
3 6. 各専攻 ・分野における大学院生の総数
博士課程前期2年の課程ならびに博士課程後期 3年の課程の各専攻における大学院生の総数を、
図 3-6-1と図 3-6-2にまとめた。前期 2年の課程においては、平成 14年度の設立 2年目から
2学年が揃い、後期 3年の課程においては平成 15年度から 3学年が揃った状況となる。それぞれ
の定員の充足率としては、前期 2年の課程ではいずれの専攻においても 100%を超えており 、後期
3年の課程では、分子生命科学専攻と生命機能科学専攻が約 70出前後で推移し、生態システム生命













H13 H14 H15 H16 H17 
ロ分子生命科学専攻 ・生命機能科学専攻口生態システム生命科学専攻
（定員29名／学年） （定員38名／学年） （定員39名／学年）

































40 60 80 100 120 
生命機能科学専攻院生人数
40 60 80 100 120 
生態システム生命科学専攻院生人数












































平成 17年度までの各専攻における外国人留学生の総数を表 37 1にまとめた。留学生の占め




H13 H14 H15 日16 H17 
専攻 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期
2年 3年 2年 3年 2年 3年 2年 3年 2年 3年
分子生命科学 2 1 5 1 4 2 2 3 
生命機能科学 1 1 3 
生態システム生命科学 3 4 3 6 1 7 1 5 3 




3-8-2にまとめた。平成 14年度末に修士の第 1期生を、 15年度末に 13年度の編入学による課程










































H15 H16 H17 
｜ロ分子生命科学専攻 ・生命機能科学専攻口生態システム生命科学専攻 ｜
図 3-8-2各専攻での学位取得者状況：博士
表 3-8-1 博士課程（前期 2年）の課程の動向 学位（修士）取得状況
入学年度 H13 H14 H15 H16 
入学者数 121名 106名 115名 107名
（本学 ・他大学） (60・61) (57・49) (49・66) (51・56)
規定年数内修了者 107 (88判） 95 (90略） 95 (83協） 95 (89判）
（本学 ・他大学） (52・55) (50・45) (40・55) (44・51)
次年度修了者 2 (2弘） 3 (3覧） 4 (3免）
（本学 ・他大学） (2・0) (2・1) (2・2)
未修了在学者 。 。 3 (3%) 9 (8見）
（本学 ・他大学） (2・1) (5・4)
退学者 12 (10協） 8 (8覧） 12 (10免） 3 (3見）




表 3-8-2 博士課程（後期 3年）の課程の動向 学位（博士）取得状況
入学年度 H13 H14 H15 
進学・編入学者数 34名 36名 44名
（本学 ・他大学） (23・11) (24・12) (36・8)
規定年数内修了者 16 (47免） 18 (50出） 26 (59免）
（本学 ・他大学） (13・3) (13・5) (13・5)
次年度＋次次年度修了者 7+4 (32免） 8+ (22免）
（本学・他大学） (4+3・2+2) (5・3)
未修了在学者 1 (3九） 3 (8見） 9 (20免）
（本学 ・他大学） (1・0) (2・1) (9・0)
退学者 6 (18免） 7 (19免） 9 (20免）
（本学・他大学） (3・3) (4・3) (6・3)





















































































細胞シグナル機構学 谷口 俊介 青葉理学振興賞
細胞シグナYレ機構学 谷口 俊介 生命科学研究科長賞
細胞シグナfレ機構学 佐藤裕公 生命科学研究科長賞











Student Presentation Awards of the 1st Korea 
Japan Joint Symposium on Limnolo同f
地域生態 土居秀幸
Student Travel Awards of the North American 
Bentholo只ical Society 52th Annual Meetin広
地域生態 土居秀幸 青葉理学振興会賞
地域生態 土居秀幸 生命科学研究科長賞









植物生殖遺伝 箱崎宏和 GGS Prize(GGS論文賞）
ゲノム継承、ンスァム 遠藤 誠 GGS Prize(GGS論文賞）
生物多様性進化 吉野 JL 第51回日本生態学会ポスター最優秀賞
地域生態 土居秀幸
Excellent Poster Presentation Award in the 
2nd Japan-Korea Toint Symposium on Limnolo疋V
生体機能分子設計 千田倫子 東北生物物理奨励会・学生優秀発表賞
器官創製 佐藤 伸 東北大学総長賞



















































表 3-10-1 博士課程後期 3年の課程の修了者進路
15年度 16年度 17年度
国内外国小計 （お） 国内外国小計 （九） 圏内外国小計 （見）
民間企業 2 2 (13) 2 2 ( 8) 5 5 (13) 
大学 2 2 (13) 5 3 8 (32) 8 9 (24) 
その他研究機関 3 4 (25) 4 4 (16) 2 2 (5) 
ポスドク 2 3 5 (31) 5 6 (24) 10 1 11 (29) 
研究生・未定 3 3 (19) 4 5 (20) 10 11 (29) 




な人材育成の研究教育の一環として、 DCへの応募を奨励している。図 3-11-1に示すとおり 、
D Cの採択者数は毎年、増加傾向にあり 、平成 17年度には 17名が採択され、後期課程に在学す
る大学院生全体の約 15%を占める。さらに、毎年 10名前後のPDと、平成 16年度 l名、 17年度











H14 Hl 5 H16 Hl 7 























H15 H16 H17 
人 % 人 % 人 % 
分子生命科学 38 54 36 56 41 57 
生命機能科学 45 56 40 54 27 36 
生態システム生命科学 37 49 41 51 44 52 
後期 3年の課程
H15 H16 H17 
人 % 人 % 人 % 
分子生命科学 22 63 17 61 16 57 
生命機能科学 23 85 23 64 16 43 
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学生の研究指導に関しては、 「満足j と「まあまあ満足j をあわせて 6側、 「普通j まであわ
せると 87犯となる（図 3-14-1)。
一方で、講義等に関しては「少し不満Jと「不満」をあわせて 40%を越え、研究科全体として







































。 5 10 
。 5 10 
。 5 10 
講護等
15 20 25 30 
施設設儲
15 20 25 30 
研究科全体











図 3 14 1学生アンケー ト調査 平成 14～17年の総計
33 
3-15.教育活動についての自己長検評価





































大学院前期 2イ｜二の課程の入学試験において、 f9Ll1二、 10；＇.名れ）止の受験ノL!.i~数学を選択専門科目
の lっとして受験している y これらの受験生の多くは、工学部Ju身のいわゆる非生命科学系
ぴ〕学部出身者ーであり、他領域を市長l1Jとした志願者にも受験しやすい入試制度が繋怖されてい
る点は評価できる：一方で、近年、京点化された他大学の生命科学系大学院の入試において
は、英~Ii と面接の 2 科目のみで専門試験を課さない事例もみられ、引き続き専門科 l」の在り
方を含めた入品市lj度について検討する必要があるο
前期 2年の諜紅は、入7：占A数に対して、 1.6～1. 8倍程度の志願仕数を、例年、確保できてい






f走場j3年の課れでは、志願主総数fJ＇入ヅ：定員の 7割前後と低迷してし、る 上述の前！甘］ 2年の






















前期 2年の課程修 f者の就職先ならびに職種状況（図 3-10-1)等から、大学院生として得
た専門的な知識や技能をと十かした職場に概ね進出していると判断される。従って、社会の要
請にも応えた教育効果が反映されていると判断できるの






















( 1 ) 高次脳機能を支える神経基盤の構築と動態の研究


















専攻を置く。平成 17年度、浅虫海洋生物学研究センターの教員、教授 1名、助教授 2名、助手 2
名の計 5名が、理学研究科から本研究科に配置換えされたことにより、教授 26名、助教授 24名、





研究員は、平成 17年 5月現在、 40名であり、その人数の内訳は、日本学術振興会の特別研究
















中心に、平成 16年度には合計 1億 3630万円の研究設備費が使用され、計 34件の研究設備（50



























成 17年（2005年）の印刷年に、発表した論文ならびに著書の総数を図 4-3-1にまとめた。この 5
年間を通して、教員 1人が 1年間に発表した論文の延数は、平均 2.7編となり 、これら発表論文
の9割強が ISI掲載の国際誌である。これら掲載誌の 5年間の平均インパク トファクター（IF）は

































H13 H14 H15 H16 H17 
｜ー 論文数口ISi掲載 IF平均値｜

























































年度から 17年度迄）の成果論文 (1）が、平成 16年度
に Journalof Cell Biology で紹介され高い評価を受
けた。また、その研究に先駆けた発表論文2報の引用回
数が平成 16年度中に各々 300 回を超えるなど
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(1) Nagata-Ohashi K, Ohta Y, Goto K, Chiba S, Mori R, Nishi ta M, Ohashi K, Kousaka K, Iwamatsu 
A, Niwa R, Uemur噌aT, Mizuno K (2004) A pathway of neuregulin-induced activation of 
cofilin phosphatase Slingshot and cofilin in lamellipodia. J Cell Biol. 165: 465-471. 
(2) Kobayashi M, Nishi ta M, Mishima T, Ohashi K, and Mizuno K. (2006) MAP臥PK-2-mediated 
LIM-kinase activation is critical for VEGF-induced act in remodeling and cell migration. 
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(1) Bul teau 札， O’Nei11 HA, Kennedy MC, Ikeda Saito M, Isa ya G, and Szweda LI. (2004) 
Frataxin acts as an iron chaperone protein to modulate mitochondrial aconi tase activity. 
Sciθnee 305: 242-245. 
(2) Bul teau AL, Lundberg KC, Ikeda-Saito M, Isa ya G, and Szweda LI. (2005) Reversible 
redox-dependent modulation of mitochondrial aconi tase and proteolytic activity during 














(1) Kimura KI, Ote M, Tazawa T, and Yamamoto D. (2005) 









(1) Watanabe Y, Toyoda R, and Nakamura H. (2004) 
Navigation of trochlear motor axons along the 
B 
、，
midbrain-hindbrain boundary by neuropilin-2. DθVθlopment 131: 681-692. 
(2) Suzuki-Hirano A, Sato T, and Nakamura H. (2005) Regulation of isthmic Fgf8 signal by 





かで、突き止めた。その研究成果を Nature Genetics (2006）に発表
しTこ。
(1) Shiba H, Kakizaki T, Iwano M, Tarutani Y, Watanbe M, Isogai 
A, and Takayama S. (2006) Dominance relationships between self incompatibility alleles 












(1) Kitazawa D, Hatakeda Y, Kamada M, Fujii N, Miyazawa Y, Hoshino A, Iida S, Fukaki H, 
Mori ta MT, Tasaka M, Suge H, and Takahashi H. (2005) Shoot circumnutation and winding 





教員 l人当たりに換算すると、平成 17年度の平均は、2件の申請件数で獲得額は 540万円となり、
それぞれの数値は本学においてもトップクラスに位置している。さらに、その他の外部資金（奨
学寄附金、受託研究、その他）は、毎年、 2億円前後の獲得実績があり（図 4-5-4）、これらを














H14 H15 H16 H17 
(H13申請） (H14申請） (H15申請） (H16申請）


























































































。 50 000 
分子生命科学専攻その他の外部資金
100 000 150 000 
生命機能科学専攻その他の外部資金





























。 50 000 
生態システム生命科学専攻その他の外部資金












表 4-5-1 平成 13～17年度に実施された大型研究課題
































































年度 種別 氏名 種目 研究題目
金額
（干円）
水野自E作 学術創成研究 （2) 細胞の形態と運動性老E制御する細胞センシング機構 68 500 
渡這 43ニ 特定領域研究（2) 中脳での細胞増殖と布ド経分化の制自 『機構 20,000 
仲村 1F和 特定領域研究 （2) 視蓋の誘導位置特異’生決定の分子 能構 13 500 
井出宏之 基盤研究（A)(2) 四股の再生における分岐と分節にBする研究 10400 















H14 八尾寛 科学技術振興機構 学習・記憶のシナプス前性メカニズムの解明 46 000 

























吉城由美子 （財）みやぎ産業振興機構 活性酸素消去発光系を利用した食品・環境・医薬用 6,011 
評価装置の開発l





渡遺裕二 特定領域研究（2) 中脳での細胞増殖と神経分化の制御機構 19,700 
仲村春和 基盤研究A(2) 視蓋・小脳の領域化及び網膜視蓋投射機構のメ力ニ 16,100 
熊谷 忠 基盤研究（A) 植物の紫外線耐性機構 13900 
































南津究 発」中課題「パイオニア植物におけるヱンドフイ子イツク 8 000 ] 
共生微生物の機能解明とその利用技術I
受託研究 平成15年度先端技術を活用した農林水産研究晶度
など 大島泰克 （独法）水産総合研究センター 化事業委託事業「現場即応型貝毒検出技術と安全な 7,200 
貝毒モニタリング体制lの開発j
品
南津究 生研機構 主長.~~~~ 「1＼イオニア植物におけるエンドフイティック共生微生 ¥ 7,000 物の機能解明とその利用技術｜
河田雅圭 東洋偏幅研究所 －・~i=・ 4占• IJ正 新石垣空港建設予定地周辺の洞窟における集団遺 6100 
伝学的研究
50 
年度 種男I] 氏名 種目 研究題目
金額
（千円）
水野健作 学術創成研究費 （2) 細胞の形態と運動性を制御する細胞センシング機構 66 000 
渡遺裕二 特定領域研究（2) 中脳での細胞増殖と神経分化の制御機構 19,300 
仲村春和 基盤研究 （A)(2) 視蓋・小脳の領域化及び網膜視蓋投射機構のメ力ニ 1,300 










グルタ創ミ製ンと酸機受能容解体析サブタイプ選択的な生体機能分佐々 木 誠 特定領域研究 （2)
子の
8100 
佐 々 木 誠 基盤研究 （8)(2) 精ポリ密エ機ー能テのル解分析子の晶効半的合成による活性構造と 7,800 




津田雅孝 特定領域研究 セにパ関シすアる菌研の究ゲノム構造とその再編成・多様化・進化 7 000 
田村宏治 特定領域研究 再生能力を規定する遺伝子群の網羅的解析 7,000 










植ワー物クの機成構長を統御する重力応答分子の機能とネット高橋秀幸 （財）日本宇宙フォーラム 23,436 
受託研究
平成16年度先端技術を活用した農林水産研究晶度など
大島泰克 （独法）水産総合研究セント 化事業委託事業「現場即応型貝毒検出技術と安全な 6 340 
『圃 .• 「 • I 目毒モニタリング体制の開発I
水野健作 学術創成研究費 細胞の形態と運動性を制御する， センシンゲ機構 85150 
片岡博尚 特定領域研究 黄造色と機植能物ので解発明見された新奇bZIP-LOV蛋白質の構 40 000 
津田雅孝 特定領域研究 環境修復・環境生態に関する先導的ゲノム研究 25,000 
仲村春和 ｜特定領域研究 中脳での細胞増描と神経分化の嗣］ Orn凶十三の解析 25 000 
筒井健一郎 若手研史 （A) 連合野における脳内表象の形成と操作 24 700 
佐々木誠 特定領域研究 グルタ創ミ製ンと酸機受有容体サブタイプ選択的な生体機能分
子の E解析 16,400 
渡辺正夫 掌術創成研究費 植物自家不和合性の分子基盤 15.600 
熊谷 ，申u，、 基盤研究 （A) 植物の紫外線耐性機構 14,950 
科研費 仲村春和 基盤研究（A)(2) 視蓋・小脳の領域化及び網膜視蓋投射機構のメカニ 14,690 
















占部城太郎 環境省地球環境局 生性物評相価互シス作テ用ムにの着構目築したに高関す山る・亜研晶究山生態系の脆弱 38 999 









横山 潤 農業環境技術研究所 セイヨウオオマルハナパチの生態リスク評価研究 8 000 
受託研究
高橋秀幸 （財）日本宇宙フォーラム 植ワー物クの機成構長を統御する重力応答分子の機能とネット 20 409 
など




本研究科の専任教員の 5年間における受賞に関して表 4-6-1に、また、平成 16、17年度の代
表的な受賞の内容について以下に記した。
大類洋は、 「生物有機化学における農学的先駆研究j で、なかでも（ i ）糖を原料とする生
物活性物質の光学活性体の合成、 （並） 全エイ ズウイルスに著効をもっ低毒性ヌクレオシド















1Pigment Cell Research (PCR) OuLsLanding ArLicle Award 
安元研一 ｜ I (PCR最優秀論文賞）(Watanabe K. eL al. 2002) 
H151活性分子動態 一 ｜大島泰克 - IMりt-Cited也12erAward日本農芸化学会
活性分子動態 ‘一ー ｜性竹 豆主 一 IMosL-CiLed P_filer Award日本農芸化学会
｜ ｜日本生化学会東北支部奨励賞日本生化学会東北支部（Z003















I Plant Research Best Paper Award 2004 日本植物学会
(2004年9月11日）
オルガネア機能盤析 ｜渡近ー彊 一 ｜平成16年度 東北六学総長教育賞i 東北大学全学教育貢献賞
細胞壁構築統御 ｜石津 ユミ盟 ー ｜東北六学総長教育貫
遡堕壁盈筆統徒1 同還＿.＇会明 一 ｜ 東主主~全学教宣貢献賞
臨界環境遺伝主主、｜ 日出間 純 一－｜日本球射線影響学会禁励賞受賞（2004年11月26日） 一一一
宝宜環境適応生態 ｜宣混一豊 ｜日本植物学会賞若手奨励賞
一 機能生態 一一｜庚癒一旦盤－ ｜第3周且亙生態学金童三貫 一
一一｜ヱ之ロ生態宅一一 ｜ 主部基本~~ ｜日本生態学会論玄室且本生態学会（2004年8月26日）
－ ＇~之ロ生態主一一 出並越本~~ ｜日本陸水学会吉村主巨杢陸主主会」£Q04年9旦ヰ旦）
ー ｜マクロ生態学 一一一也亙ー渡一 一 ｜日本陸主主会第6回学会賞（苛埠）
一一 ｜遺伝子変異制御 ｜布柴 達男一一J主金柱主研究科研究奨励賞 (2004年1月）
一 瞳盆宣翠塾墜一一一住旦_ti二 一l生命科学研究科研究奨励賞 (2004年11月）
一一 ｜遺伝情報動態 ｜大主巳裏行 ー ｜生命科学研箕科研賓奨盛蓋－ ~2004年11月）
宇宙環境適応生態 ｜宮沢 豊 ｜生命科学研究科研究奨励賞 (2004年1月）
一旦171主金笠造化学 ｜佐々木誠 国李化学会学術賞（2006年3月28日）
GGS Prize論文賞 日本遺伝学会 (2005年9月27日）
ゲノム継承システム ｜東谷篤志
宇宙環境適応生態 ｜高橋秀幸
植物生殖遺伝 ＿ ，渡辺正圭一一一・ 一一一
植物生殖遺伝 ｜渡辺 正夫 l第4回イー乙之牛ジェーン卜 ・コス二モス奨励賞 (2005年5月16日）
勝機能解析 一一一 国家~一一一J生命科主盟主科研窒奨励賞 〔2005年11月）
細胞シグナル機構学 ｜美濃川 拓哉 ｜生命科学研究科研究奨励賞 (2005年11月）
植物生殖遺伝 ｜菅野 明 ｜生命科学研究科研究奨励賞 (2005年11月）
52 
4-7. 特許








佐 々 木 誠 ｜ガンピエロールの製造方法（出願日：2002年7月12日）生命構造化学
分子情報化学 大類 洋 ｜肥料組成物（特願2002-173516)
｜アクチン脱重合因子・コフィリンを脱リン酸化する酵素とその遺伝























































Prokop Z, Damborsky J, Nagata Y, Janssen DB (Dec. 27, 2004) 
永田裕二 I Method of production of optically active halo hydrocarbons and 
alcohols using hydrolytic dehalogenation catalyzed by haloalkane 
dehalogenases. Application number: CZ 2004-1240 Al 
「紫外線によるDNA損傷を可視光を利用して修復する酵素遺伝
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図 4 8 1 研究成果データベース （ダイオキシン トップページ）
I lI • • AT/lll'.>l'J/i~i' · ~－＜·ス 剛＂°同 ln1ernl!I F叩＇＂＇ r:FrRI 
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れている．それほとリもはおさずOOITJ!t宝にありも色実掴量分1t1=1 • . 莞主の過切で争くの

















図 4-8-2 研究成果データベース （マウス トップページ）
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4 9. 研究活動についての自己点検評価











平成 17年度の専任教員（教授から助手までの合計 71名）による外部資金の獲得総額は、 6億
5千万円をy担え（内、科学研究費補助令 3億 8千万円）、一人あたりに換算すると年間約 900












4 3 3、岡 4-5-1～図 4 5-5）。主た、各分野から発表された論文は、優れた一般科学誌（4-4




























るとともに、平成 17年度には、公開国際シンポジウム第 7回日本進化学会大会第 2回東北









その他、小、中、高等学校などとの連携事業として、平成 13年度から 16年度の聞に 65件が実







































l・J top M・…。HInternet lxplo山 E固因
フ7イME> 編車｛己 表示'If) お気』L入り（且） ウール① 川げ（且）
。 戻る・0 自国f;)jコ相 官阿~J-.ry e ~・ 5与 ~ － u 臨 ・
？ドレスω包h町 ／／剛 刷bo岡..出 味uoqp/ob哨 ....1 ...刷 出d 4園 側 川 ” 母、





















































サイ トを用いて実施している。平成 17年度から研究科のホームページを大幅にリ ニューアルした
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図 5-2-1 生命科学研究科ホームページ「ト ップページJより
I :i •cc1'学大学院 I 't ~間取斜 附削叫山 川
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図 5-2 2 生命科学研究科ホームページ「トピックス」より
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新聞報道一覧
記載年月日 記載新聞社名 教員氏名 掲載内容の概略
H15.4.1 日刊工業新聞 津田雅孝・永田裕 微生物個々の培養を行わず、土壌から新遺伝子を直接
採取





H15.6.12 日刊工業新聞 帯万益男（協力講座） 生体機能細胞の不死化に成功
H16.2.26 朝日新聞 村本光一（秋田大医学 たんぱく質分解過程で生成する「大豆ペプチドに脳を癒
部との共同研究） す効果」
H16.3.29 読売新聞 大類 j羊 第41回読売農学賞受賞
生物有機化学における農学的先駆研究「右」「左」の識
月lj
H16.4.30 河北新報 東谷篤志 「ソユーズ」に線虫1万匹搭乗宇宙放射線の人体影響を
探る
H16.5.10 読売新聞 小椋利彦（協力講座） 「小脳」作り成功一ワトリの小脳形成L重要な働きをす
る遺伝子を突き止め、こことのに遺成伝功子を使って世界で、初めて
人工的に小脳を作る
H16.5.15 読売新聞・河 水野健作・古山種 1回東北大バイオサイエンスシンポジウム」開催生命科
北新報 俊（協力講座）他 学分野の学部聞のt百根を越えた研究推進
H16.5.17 読売新聞・河 品井俊行（協力教員） 成否握るタンパク質を発見骨髄移植免疫機能を調節
北新報 マウスを使い解明
H16.8.20 朝日新聞 山本和生 高校生がDNA実験に挑戦
H16.11.13 朝日新聞 千葉 聡 「カタツムリ主国」小笠原危うし漂着した1種から鮮や
か27種が楽ちん生活で増えたのに陸生プラナリア猛威
を奪い、絶滅の危機
H17.9.27 読売新聞 東谷篤志 宇宙でもアポトーシズ （発がん防ぐ機能担う「細胞死j
H17.11.22 河北新報 山元大輔 ハヱの求霊相手の性知｜決定「遺伝子の働き解明｜
H17.12.6 河北新報 高橋秀幸 アサガオのツルなぜ巻くの「重力感知する遺伝子が機
能」ダーウィンの仮説証明
H17.12.6 読売新聞 高橋秀幸 アサガオによじ登る仕組み解明 重力感じる細胞作る
遺伝子発見で
H17.12.30 読売新聞 西谷和彦、晶橋秀 宇宙実験準備着々東北大の3研究室 （無重力の影響
幸、東谷篤志 調査）
H18.1.30 河北新報 渡辺正夫 「メンデルの法則謎解くI化学反応が優性発現制御








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































平成 17年 9月 27日読売新聞
東北大大学院
東 益 章童話回 菌根
事~（L；ぜ ／0 く)if ) 
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ノルウエー先端研究センターのプロジェクト研究 Foodwebs, Stoichiometry and Population 
Dynamicsでは、 OsloUniversity, Arizona State Uniwrsity, Alfred Wegener Institute for 















































































































































同 十一 ー ・農林水産省
68 
H16. 7.20～ H17. 3. 31 
H16.5.1～ H18.3. 31 
H15. 1. 23～ Hl 7. 1. 22 
H16. 1. 5～ H19.9.30 
H16. 6. 1～ H17.6.10 
H16. 10. 19～ H16. 10. 22 
H16. 12. 16～ H17. 3. 18 
H15. 9. 10～ H17. 6. 1 
H15.9.1～ H17. 8. 31 
H16.5.21～ H17.3.31 
H16. 6.28～ H17.3.31 
H16.4. 1～ H17.3.31 
H16. 7. 21～ H17.3.31 
H16. 10. 1～ Hl 7. 1. 31 
H16.2. 2～ H18. 2. 1 
氏名 団体 件名 開始期間 ～ 終了期間
16 南津究 環境省自然環境局 生物多様性影響評価検討会 H16.4.14～ Hl 7. 3. 31 
プロジェク卜研究「生物機能を
17 南j畢究 農業・生物系特定産業技術研 活用した環境負荷低減技術の開 H16.5.24～ H17. 3. 31 
究機構 発」設計打ち合わせ会議におけ
る外部委員
18 南j畢究 農林水産省 拡散防止措置確認会議 Hl 6. 1. 9～ H18.11.8 
19 山本和生 財団法人環境科学技術研究所
低線量放射線遺伝子影響調査委




H15. 4. 1～ H17. 3. 31 
全委員会委員
21 占部城太郎 滋賀県 滋賀県21世紀委員会委昌 H15. 4. 1～ H18.3. 31 
22 寛慎治 科学技術振興事業団 研究者 H13. 12. 1～ H16. 1. 30 
23 寛慎治 科学技術振興機構 研究者 H16. 12. 1～ H16. 12. 31 
24 片岡博尚 社会福祉法人木這子 監事 H16.3.12～ H18. 3. 10 
25 佐藤雅志
人間文化研究機構総合地球環




H16. 7. 1～ H17. 3. 31 
専門委員
27 山本博章 理化学研究所 共同研究員 H16. 4. 1～ H17.3.31 
28 鈴木孝男 宮城県
宮城県自然環境保全審議会委員
H14. 10. 1～ H16. 9. 30 
及び専門委員
29 鈴木孝男 宮城県 自然保護事務嘱託 H16. 4. 1～ H17. 3. 31 
30 鈴木孝男 宮城県
蒲生干潟地区自然再生事業検討




H16. 4. 1～ H17. 3. 31 
委員会委員
「一般国道 10 8号線花法lj山パ
32 鈴木孝男 宮城県 イパス環境対策検討委員会J委 H16.4. 6～ Hl 7. 3. 31 
昌
33 鈴木孝男
国際湿地保全連合会日本委員 自然系環調境保全基礎調潟査調査浅海域生 H16. 5. 10～ H17. 3. 31 ~』:;: 態 査事業（干 ） 
34 鈴木孝男 福島県
「松川浦自然環境調査検討会」
















H16. 1. 1～ H18.3. 31 
策定専門委員
39 宮寄厚 理化学研究所 共同研究員 H16. 4. 1～ H17. 3. 31 
40 横山潤 東京都
大島のハチジョウネッタイフン










氏名 団｛本 件名 開始期間 ～ 終了期間
1画木尚 日本学術会議 研究連絡委員会委員 Hl 5. 10. 1～ H18. 9.30 
2南j畢究 日本学術会議 研究連絡委員会委員 H15. 10. 1～ H18. 9. 30 
3占都城太良 日本学術会議 研究連絡委員会委員 H15. 10. 21～ H18. 10. 20 
4高橋秀幸 日本学術会謹 研究連絡委員会委員 H15. 10. 21～ H18. 10.20 
5大島泰克 内閣府 食品安全委員会専門委員 H16. 1. 1～ H17.12.31 
6南j畢究 農林水産省 生物多様性影響評価検討会 H16.2. 2～ H18. 2. 1 
7片岡博尚 社団福祉法人木這子 監事 Hl 6. 3. 12～ Hl 8. 3. 10 
8鈴木孝男 宮城県土木部道路建設課
f一般国道108号花淵山バイパ
H16.4.16～ H21. 3. 31 
ス環境対策検討委員会」委員
9津田雅孝 東北大学出版会 評議員 H16. 4. 23～ H18. 3.31 
10 井出宏之
独立行政法人科学技術振興機 「戦略的創造研究推進事業」領




Hl 6. 6. 1 ～ H17. 6. 10 
員
12 太田宏 東北大学生活共同組合 理事 H16. 7. 13～ H17.5. 24 
13 鈴木孝男 宮城県環境生活部 自然環境保全審議会専門委員 Hl 6. 10. 1～ H18. 9.30 
14 鈴木孝男 宮城県環境生活部
環境審議会環境基本計画策定専
Hl 6. 1. 1～ HlB.3.31 
門委員会
15 南j畢究 農林水産省 拡散防止措置確認会議委員 H16. 1. 9～ Hl 8. 1. 8 
16 渡辺正夫
岩手大学大学院連合農学研究
客員教授 H17. 4. 1～ H18.3. 31 手ヰ
17 鈴木孝男 宮城県環境生活部 自然保護事務嘱託 H17. 4. 1～ H18. 3.31 
18 高木尚 株式会社ペプタイド・ドア 技術アドバイザー H17. 4. 1～ H19. 3. 31 
19 山本和生 環境科学技術研究所
低線量放射線がん遺伝子影響実
H17. 4. 1～ H18. 3. 31 
験調査委員会委員
20 村本光一 不ーたん白質研究振興財団 選考委員 H17. 4. 1～ H19.3. 31 
大学共同利用機関法人人間文




H17.4. 6～ H18. 3. 31 
委員会委員













理事長 H17. 4. 1～ H18. 3. 31 
学研究センタ一後援会
27 西谷和彦 独立行政法人日本学術振興会 評価意見書の協力者 H17.5.19～ H17.5. 24 
財団法人自然環境研究セン
特定外来生物等分類群専門家グ
28 横山潤 ループ会合（昆虫類）セイヨウ H17. 5. 19～ Hl8. 3. 31 
ター
オオマルバチ小グループ委員
29 飯島敏夫 東北大学出版会 評議員 ～ H18.3. 31 
30 山元大輔 農林水産省
農林水産省独立行政法人評価委
H17. 6. 22～ Hl 9. 2. 13 
員会専門委員
31 太田宏 東北大学生活共同組合 理事 Hl 7. 6. 27～ H18. 5. 23 
32 飯島敏夫
独立行政法人理化学研究所脳 神経情報基盤センター運首会議







画検討調査業務」等に係る東北 H17. 8. 23～ H18.3. 31 
海朗地区自然保護事務所調査研
目先』貝口





基礎研究推進事業」平成 17年 Hl 7. 10. 1～ H18. 3. 31 
度中間評価に係る専門委員
70 
氏名 ｜ヨイ本 イ牛名 開始期間 ～ 終了期間
36 西谷和彦
独立行政法人宇宙航空開発研









プロジェクト共同研究員 ～ H18.3. 31 
39 片岡博尚 社団福祉法人木這子 評議員 H17.10.7～ Hl 8. 3. 10 
40 大島泰克 宮城県
宮城県保健環境センター評価委




H17. 10. 24～ H19.3. 31 
更学術調査委員会委員
ゲノム科学総合研究センターマ


















H17. 12. 9～ H17. 12. 9 
リングネットワーク関係者会議
47 大島泰克
社団法人 日本水産資源保護 平成 17年度赤潮・貝毒対策支
H17.12.12～ H18.3. 31 
協会 援強化検討委員会委員
48 水波誠 京都大学大学院農学研究科 外部アドバイザー H17.12.20～ Hl 7. 12. 21 











博士論文審査委員 Hl 8. 1. 24～ H18. 1. 24 
研究科
f森林バイオマス評価分析シス
52 西谷和彦 京都大学生存圏研究所 テム全国・国際共同利用専門委 H18. 1. 26～ H18. 3. 31 
員会」委員
53 片岡博尚 社団福祉法人木這子 評議員 H18. 3. 1 ～ H20.3. 10 
54 横山潤 東京都
大島のハチジョウネッタイフン
H18. 3. 2～ H18.3. 30 
保全対策検討委員会委員
「平成 17年度小笠原国立公園





f第 l回の生命科学研究科フォーラム｜公開シンポジウム（図 5-1-1) を、設置以来、はじ










大学の研究主を開放した高校生のための実習講座の教育研究事業（図 5 1 2）はユニークな
ものであり、優れた企画と評価できるの上記と同じく、組織的な支援を検討する必要があるコ
浅虫海洋生物学研究センターで定例的に実施されている小中高の連携事業、また、生物材料



























































教授 佐々木誠、 助教授及川雅人、 助手 吉城由美子
自己評価アンケート回答



























































教授 大島泰克、 助手 渡j皇龍ー
自己評価アンケート回答
































教授 村本光二、 助教授小川智久、 助手 永沼孝子
自己評価アンケート回答





















































教授 十川和博、 助教授安元研一、 助手 高 崎 親 久
自己評価アンケート回答























































教授 草野友延、 助教授片岡博尚、 助手 宮寄厚
自己評価アンケート回答



























教授 清水透、 助手黒河博文、 助手 五十嵐城太郎
自己評価アンケート回答
































教授 古山種俊、 助教授佐上博、 助手 高橋征司、
助手 山下哲
自己評価アンケート回答



























教授 斎藤正男、 助手 松井敏高、 助手 海里子 昌喜
自己評価アンクート回答




























教授 渡辺彊、 助手 間l嶋玄一（兼任）
白己評価アンケート阿答




























教授 前回靖男、 助教授中村準、 助手 雨貝愛子
自己評価アンケート回答


























教授 西谷和彦、 講師 横 山 隆 亮
白己評価アンケート回答

























































































教授 山元大輔、 助教授水波誠、 助手 小金津雅之
自己評価アンケート回答



























教授 八尾寛、 講師 石塚徹
自己評価アンケート回答























の解明は明らかに 21世紀科学の中心課題の 1つで、あるο 我々はかかる高次脳機能の解明には「脳







である。 1）、 2）は脳のハードケエア、 3）、 4）はソフトウエアに関係するといえる。我々は生理学的
な研究を通して、これらの問題の解明に挑んでいる。
（教員）
教授 飯島敏夫、 助教授 筒井 健一 郎
自己評価アンケート回答





























教授 仲村春和、 助 教授舟橋淳一、 助手 渡遺裕二
自己評価アンケート回答




























教授 加藤秀生、 助教授経塚啓一郎、 助教授美濃川拓哉、
助手 武田哲、 助手 倉石立
自己評価アンケート回答

























教授 佐竹正延、 助 教授接選利雄、 助手 林啓太郎、
助手 河府和義
自己評価アンケート回答



























教授 帯刀益夫、 助教授井川 俊 太 郎 、 助手 東海林亙
自己評価アンケート回答

































教授 小椋利彦、 助手 福田敏史、 助手 木 田泰 之
自己評価アンケート副答



























教授 津田雅孝、 助教授永田裕二、 助手 大坪嘉行
自己評価アンケート回答































































教授 熊谷忠、 助教授日出間純、 助手 寺 西 美 佳
自己評価アンケート回答




























教段 南津究、 助教授三井久幸、 助手 江 田志 磨
自己評価アンケート回答

























教授 高橋秀幸、 助教授藤井伸治、 助手 宮沢豊
自己評価アンケート回答


























教授 東谷篤志、 助教授佐藤雅志、 助手 佐藤孜
白己評価アンケート回答





























教授 河田雅圭、 助教授牧雅之、 助手 横山潤
自己評価アンケート回答

























教授 選考中、 助教授酒井聡樹、 助教授彦坂幸毅
助手 太田宏
自己評価アンケート倒答



























教授 占部城太郎、 助教授 干 葉 聡 、 助手 鈴 木 孝 男
助手 牧野渡
自己評価アンケート回答




























教授 鈴木三男、 助手 米倉浩司、 助手 大山幹成
白己評価アンケート回答




















































































































































































「大学院生の修了後の進路状況J、 「それぞれの専門分野における研究水準j 、 「研究成果の






























こととなった。平成 17年 1 月末に、平成 16年度の部局白己評価報告書をとりまとめ、それをも
とに、本学評価分析室カ、ら 15項目に関寸る質問事項を受け、その｜司答を含めた評価ヒアリングが
平成 18年 1月30日に本部で実施された。その概要について、以下にまとめる。





































0 平成 16年度、教員一人あたりの獲得外部資金が 750万円程度であることは評価される。
0 若手研究者の萌芽的研究を奨励する研究奨励賞に専任教員の 45%が応募し、その後の大型プ
ロジェクト採択に繋がっていることは評価に値する。
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